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では、具体的にどんな風に活用できるの？ 

【中河内ブロック支援教育地域支援整備事業の主な内容】 

 訪問相談：個別の事例相談に対し、支援学校リーディングスタッフ及びコ

ーディネーターが学校園へ訪問し相談・支援にあたります。ケースに応じ

て子どもの観察や授業見学を行い、具体的な支援方法や子ども理解につい

て支援教育の視点から検討していきます。知的障がい・肢体不自由・発達

障がいなど障がいに関する相談はもちろん、保護

者との関わり方や校内の支援体制づくりなど、個

別の事例を相談することができます。 

 

 

 

 来校相談：地域の先生方が支援学校へ来校し、個別の事例を相談します。訪問相談と同

じく個別の事例相談を受け付けており、相談とあわせて支援学校内の見

学なども可能です。 

 

 

府内全域の支援教育の充実をはかるために、『府立支援学校』と『市町村教育委員会』、
小中支援学級・通級指導教室担当者などからなる『市町村リーディングチーム』が連携
し、支援教育に関する相談や支援が円滑に実施できるように整備された事業です。大阪
府を８つのブロックに分けて、保育所、幼稚園、小・中学校、義務教育学校及び高等学
校の教職員や保護者の様々なニーズに即応できる体制づくりをしています。中河内ブロ
ックは、公立・私立に関わらず、八尾市・東大阪市・柏原市の学校園が対象です。 
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 拠点校型相談会：一中学校区内

の幼・小・中連携強化のための

合同相談会です。同じ中学校区

の先生方が集まることにより、

児童生徒のより広い情報共有

（生活背景・交友関係等）がで

きたり、各学齢段階の子どもの

発達や様子、生活等、また、各

学齢段階に応じた支援や教育

の取り組みを知る機会になり

ます。これにより、子どもの成

長をイメージした見通しをも

った支援ができたり、これまで

の教育環境や取り組みを理解

し、継続した支援方法を取り入

れられるなどのメリットがあります。加えて、幼稚園から小学校、小学校から中学校な

どの引き継ぎ事例や、兄弟関係などの情報共有の場としても活用可能です。支援学校リ

ーディングスタッフが相談・支援にあたり、支援教育の専門的な視点も取り入れること

ができます。 

 

 研修講師：支援教育に関する校内職員研修などに、支援学校より講師

を派遣します。 

研修例…子ども理解・障がい理解・合理的配慮・自立活動・個別の       

教育支援計画についてなど。 

 

 学校見学：支援学校に訪問し、授業や教材などの見学をすることができます。  

八尾支援学校（知的障がい）お問い合わせ：支援教育部 

東大阪支援学校（知的・肢体不自由）お問い合わせ：支援部 

 

 ブロック研修会：東大阪市・八尾市・柏原市の三市の教職員、また関係者向けに年２回

の研修会を実施しています。近年では、第１回目（夏期休業中）は『合同事例検討会』

で、先生方に相談事例を持ってきて頂き、小グループに分かれてそれぞれの事例を検討

します。第２回目（冬季休業中）では、大学講師や特別支援の専門家を招き、『支援教

育に関する講演会』を行っています。 

 

 

 

 

 

卒園した

園児の様

子がわか

った！ 

幼～小～中の 
『たて』のつながり 
が強くなります 

進学する小

学校の先生

と詳しく 

話せて 

よかった！ 

卒業後、中学校

での様子がわ

かった！ 

中学校、幼稚

園、近隣の小学

校の取り組み

を知ることが

できた！ 

在籍生徒の小学校や幼稚園での

様子を聞いて参考になった！ 

支援教育地域支援整備事業を利用するには・・・ 

①校内委員会などで検討 
⇒②管理職を通じて市教育委員会に依頼  
⇒③市教育委員会を通じて支援学校に依頼 
⇒④日程調整や相談票の作成 
⇒⑤相談及び講師派遣・校内見学  
 

注：ブロック研修会

については、 

各学校園へ案内を

配布しています。 
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